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１ 緒 ⾔  

1 - 1  背 景  

総 合 型 ス ポ ー ツ ク ラ ブ ( 以 下 ： C C S C ) は 、 地 域 社 会 に お け る 生 涯 ス ポ

ー ツ の 推 進 を 目 的 と し て 、 以 下 の 特 徴 を 備 え た 組 織 と 定 義 さ れ る （ ス ポ

ー ツ 庁 ,  2 0 2 4 ）。  1 つ 目 に 、 多 様 な ス ポ ー ツ 種 目 が 提 供 さ れ て い る こ

と で あ る 。 2 つ 目 に 、 子 供 か ら 高 齢 者 、 初 心 者 か ら ト ッ プ レ ベ ル の 競 技

者 に 至 る ま で 、 あ ら ゆ る 年 齢 層 お よ び 技 術 レ ベ ル の 地 域 住 民 が 参 加 可 能

で あ る こ と が 要 件 と な る 。 3 つ 目 に 、 活 動 拠 点 と な る ス ポ ー ツ 施 設 や ク

ラ ブ ハ ウ ス が 設 置 さ れ て い る 点 で あ る 。 4 つ 目 に 、 質 の 高 い 指 導 者 が 在

籍 し 、 個 々 の ニ ー ズ に 応 じ た 適 切 な ス ポ ー ツ 指 導 が 実 施 さ れ る こ と が 求

め ら れ る 。 最 後 に 、 以 上 の 要 素 を 実 現 す る た め に 、 地 域 住 民 が 主 体 と な

っ て ク ラ ブ の 運 営 を 行 う こ と が 重 要 な 特 徴 と し て 挙 げ ら れ る 。  

2 0 1 8 年 ７ 月 時 点 、 日 本 ス ポ ー ツ 協 会 に 登 録 し て い る C C S C は 3 5 9 9

件 （ 創 設 準 備 中 を 含 む ） で あ る 。 全 国 の 自 治 体 数 は 1 7 2 4 団 体 ( 2 0 1 9 年

９ 月 時 点 ) で あ る こ と か ら 、 数 だ け で み れ ば C C S C は １ 自 治 体 に ２ ク ラ

ブ が 開 設 さ れ て い る 計 算 に な る 。 一 方 、 C C S C は 経 営 面 で 課 題 を か か え

て お り 、 そ の 多 く は 資 源 不 足 に 起 因 し て い る  ( 井 出 ・ 渡 邉 ， 2 0 2 1 ) 。  

特 に 、「 総 合 型 地 域 ス ポ ー ツ ク ラ ブ の 実 態 調 査 ( ス ポ ー ツ 庁 ， 2 0 2 4 ) 」 に

よ る と 、 総 合 型 ク ラ ブ の 課 題 と し て 、 2 8 項 目 中 、 1 位 に 「 ク ラ ブ 運 営

を 担 う 人 材 の 世 代 交 代 ・ 後 継 者 確 保 」 ( 7 2 . 3 % ) 、 2 位 に 「 指 導 者 の 確 保

( 養 成 ) 」 ( 5 6 . 2 % ) と な っ て い る 。 ま た 、 近 年 、 学 校 部 活 動 の 段 階 的 な 地

域 移 行 が 行 わ れ て い る が 、 学 校 部 活 動 と C C S C の 連 携 で の 課 題 と し て 、

1 位 に 指 導 者 の 確 保 ( 8 5 . 2 % ) が 挙 げ ら れ て い る ( ス ポ ー ツ 庁 ， 2 0 2 4 )  。

以 上 の 背 景 を 踏 ま え る と 、 指 導 者 の 転 任 率 お よ び 辞 任 率 の 上 昇 に 対 す る



解決策の検討が急務で あ る と言え る 。  

上記の 課 題 を基に 、 高松・山口 ( 2 0 1 5 ) は 、 C C S C 指 導 者 に お い て 、 ク

ラ ブ内の 「居心 地 の良さ 」 や 「 人間関係の繋が り 」 を強調 す る こ と が 、

組 織へのコミッ トメント を 高 め る効果が あ る こ と を 指摘し て い る 。 こ の

よ う な取り 組 み に よ り 、 ク ラ ブメンバー が長期的 に ク ラ ブへの関与を続

け 、 組 織 で の潜在意識が向上 す る 可 能性が示唆さ れ て い る 。 さ ら に 、

C C S C の 指 導 者 は金銭的報酬を得て い な い こ と が 特 徴 で あ る こ と か ら 、

ス ポ ー ツボランティア活 動 に関す る研究に つ い ても検討を 行 っ た 。北村

ほか （ 2 0 0 5 ) は 、知的障害者 の ス ポ ー ツ 活 動 を支援す る スペシャルオリ

ンピッ ク のメンバー を 対象と し て 、 ス ポ ー ツボランティアの 「 組 織コミ

ッ トメント 」 に つ い て 、属性ごと の平均値を明ら か に し て い る 。 特 に 、

女性ボランティアは 組 織への同一化が強く 、 こ の 点 を 活 か し たボランテ

ィア活 動 を促進 す る 施策が必要 で あ る と説明し て い る 。  

こ れ ら の検討を 踏 ま え 、 C C S C 指 導 者 に お け る 組 織へのコミッ トメン

ト を 高 め る こ と が 、 C C S C の 人 的 資 本 に関す る 課 題 の 解決に つ な が る 可

能性が示唆さ れ る 。 一般的 に 、コミッ トメント と は 、 特 定 の集団 や 社 会

規範、 目標などに 対 す る 、同一性やロイヤルティなどの概念を包括す る

もの と 定 義 さ れ て い る （北村ほか ， 2 0 0 5 ）。 す な わち、 組 織コミッ トメ

ント は 、 特 定 の 組 織 に 対 す る同一化や関与の程度、ロイヤルティ、 さ ら

に は 組 織内で の役割意識の感覚を 指 す概念と し て捉え る こ と が できる

（北村ほか ,  2 0 0 5 ）。 組 織へのコミッ トメント に関す る研究に お い て は 、

企業の 経 営戦略の 一環と し て 実 施 さ れ るインナー ブ ランディングの文脈

で 、 し ば し ば そ の 重 要性が報告さ れ て い る 。 そ の報告に先立ち、 ブ ラン

ドお よ び ブ ランディングの 定 義 を明確 に す る 。 そ の 上 で 、理論的枠組 み

を検討し 、 本研究の仮説構築に必要 な基盤を整え る こ と と す る 。  



ブ ラ ン ド と は 、 製 品 や サ ー ビ ス の 売 り 手 が 、 自 ら の 商 品 を 他 の 売 り

手のモノと区別す る た め に付与す る 、名前、言葉、デザイン、シンボル 、

そ の他の 特 徴 で あ る (栗木， 2 0 0 2 )  。 ま た 、 ブ ランディングと は 、見え

な い価値を付与す る 活 動 を 指 す 。 ス ポ ー ツ 組 織 が 参 加 型 、 ま た は観戦型

の ス ポ ー ツ プロダク ト を 提 供 す る こ と で 、 求 め ら れ る ベネフィッ ト が顧

客に獲得さ れ る と 、 ス ポ ー ツイベント 、 ス ポ ー ツ ク ラ ブ 、 ス ポ ー ツ プロ

グラム、 ス ポ ー ツチームなどの ブ ランド価値は あ る程度維持さ れ る 。 こ

の価値に 加 え て 、更な る 「見え な い価値を付与す る 活 動 が ブ ランディン

グで あ る 。」 (原田ほか ,  2 0 0 8 ) 。 ブ ランディングは 、 一般的 に 、 社内に

向け て 行 う企業ブ ランドの理解 と 実践を促すインナー ブ ランディングと 、

P R やホームページなど社外に向け た ブ ランディングを 行 うアウター ブ

ランディングに よ っ てセグメント できる 。 さ ら に 、 ブ ランドを管理・育

成 す る こ と で 、事業の収益性や 成長性を 高 め る事が できる 。 あ る い は 、

ブ ランドの有無に よ り製品やサービス のマーケティング活 動 の 成果が大

きく異な る こ と が報告さ れ て い る ( A a k e r ,  1 9 9 4 ;朴澤， 2 0 2 2 ) 。 こ れ ら

の ブ ランド及び 、 ブ ランディングの 定 義 を 踏 ま え 、企業のインナー ブ ラ

ンディングとコミッ トメント の関連 に つ い て検討を 行 う 。  

高柳（ 2 0 1 5 ) は 、従業員が 組 織 の ブ ランド理念、価値観、ビジョンを

深く理解 す る こ と や 、従業員の内部コミュニケーションや研修を通じ て

ブ ランドの価値を共有す る こ と で 、企業への服従、同一化、内在化が 高

ま るメカニ ズムを説明し て い る 。 こ の よ う なメカニ ズムは C C S C の 指

導 者 に お い て は 、未だ明確 に 解明さ れ て い な いもの の 、同様 の関係性が

成立す る 可 能性が示唆さ れ る 。 そ こ で 、 本研究で は 、 こ の関係を検証す

る た め に 、西原ほか （ 2 0 1 9 ） がインナー ブ ランディング評価の検討で

基盤と し て用い たインナー ブ ランディング評価の概念を 、 本研究の文脈



に お い て 「 ブ ランドの理解 」 と い う概念と し て再設 定 し た 。 本研究で

「インナー ブ ランディング」 と い う名称を用い な か っ た の は 、 一般的 な

インナー ブ ランディングは企業が 経 営戦略の 一環と し て従業員に浸透さ

せる取り 組 み を 指 す （西原ほか ,  2 0 1 9 ）、 一 方 で 本研究で は受け手側、

す な わち指 導 者 の視点 に着目 し て い る た め で あ る 。具体 的 に は 、 組 織 が

行 っ たインナー ブ ランディングを基に 、 指 導 者 が そ の理念や価値観をど

の程度理解及び認識し 、 さ ら に理解 を深め る取り 組 み を し て い る か を検

討す る た め 、「 ブ ランドの理解 」 と い う文脈を採用し た 。  

組 織 へ の 理 解 及 び 認 識 に 関 連 す る 概 念 の 研 究 に お い て は 、 梅 崎 ほ か

（ 2 0 2 0 ) が 、公的 な表彰・認定 などが 、 中小企業の 人 材 確 保 に お い て企

業の ブ ランドイメージの向上 に寄与し 、魅力的 な職場と し て認識さ れ や

す く な る こ と を説明し て い る 。 す な わち、表彰や認定 などを通じ て 、 個

人 が 組 織 を 自己よ りも高 い価値を有す る存在 と し て 、 そ の 心理的結び つ

きを強め る こ と が 組 織 に 対 す る ブ ランドの 「認識」及び 「理解 」 を促進

す る プロセス と し て機能 す る 可 能性が考え ら れ る 。 ま た 、 こ の プロセス

に つ い ても、 C C S C の 指 導 者 に お い て は 、未だ 解明さ れ て い な い 現状が

あ る 。 よ っ て 、 本研究で は 、杉谷 ( 2 0 1 3 ) を 参考に 組 織 を 自己よ りも高

い価値が あ る と認識す る 心理的結び つきを 、「 ブ ランドへの憧れ 」 と 定

義 し 、杉谷（ 2 0 1 1 ) の研究で用い ら れ て い る 「憧れ 」 の概念を用い て 、

そ の概念間の検証を試み る 。  

 

1 - ２  概 念 の 理 論 的 整 理 と 該 当 組 織 の 事 例  

 以 上 の概念を理論的 に 解釈す る と 「 ブ ランドへの憧れ 」 は 「 ブ ランド

の理解 」 を介し て 、「 組 織コミッ トメント 」 と正の関連 が あ る と考え ら



れ る 。 よ っ て 、 本研究で は 、 C C S C に お け る 指 導 者 が 組 織 に 対 し て 「憧

れ 」 を抱く こ と の 重 要性を 指摘す る 。 こ の 「憧れ 」 を喚起 す る た め に は 、

所属す る 組 織 が 高 い注目度、独自性、 さ ら に は 社 会 的 ステータス を 備 え

て い る こ と が 不 可欠で あ る と考え ら れ る 。 こ れ を 踏 ま え 、 本研究で は 、

5 つ の C C S C の事例を 以 下 に示す 。 こ れ ら の 組 織 を選定 し た理由は 、 い

ずれもプロお よ び 社 会 人サッカーチームを基盤に ブ ランドを拡張し 、

C C S C と し て の 活 動 を展開 し て い る 点 に あ る 。具体 的 に は 、 地 域 に根ざ

し た独自 のコンテンツ を 活用し たイベント の 実 施 や 、サッカー の ト ッ プ

チームの情報発信力を駆使し た ブ ランディングに注力し て お り 、 そ の注

目度や取り 組 み に共通点 が見ら れ る た め で あ る 。 以 下 で は 、各 C C S C

の ブ ランディングに お け る 特 徴 を記述し 、 そ れ ら を基に 本研究に お け る

「当該組 織 全 体 」 の ブ ランド特性を整理す る 。 全 体 の ブ ランドの 特性を

示す こ と で 、当該組 織 に所属す る 指 導 者 の 心理的結び つきに つ い て検討

す る た め の基盤が形成 さ れ る か ら で あ る 。  

 

1 - 2 - 1  東 京 ヴ ェ ル デ ィ ク ラ ブ  

J 1 リーグ所属の東京ヴェルディを基盤と し て 、 2 0 1 9 年 に 設立さ れ た

東京ヴェルディク ラ ブ は 、サッカー業界の枠を超え た ブ ランドビジネス

の展開 を し て い る 。 1 5 の 競 技 種 目 を擁し 、「 世界一 の 総 合 型 ク ラ ブへ」

と い うビジョンを掲げ て い る 。 組 織 の 特 徴 と し て 、 地 域密着型 の 活 動 と

視覚的 要 素 を 組 み 合 わせた ブ ランド戦略が 挙 げ ら れ る 。具体 的 に は 、ユ

ニフォームデザインや W e b デザインなどを通じ て 、視覚的 な魅力を強

調 し 、幅広い 層 が 参 加 ・共感し や す い環境を構築し て い る 。 こ う し た取

り 組 み が評価さ れ 、 2 0 2 0 年度に は 「グッドデザインアワード」 を受賞



し て お り 、 社 会 的注目度の 高 い 活 動 を展開 し て い る 。  

さ ら に 、 本 組 織 は ビ ジ ネ ス 界 で 活 躍 す る 人 材 の 育 成 に も 力 を 入 れ て

お り 、 ス ポ ー ツ 現場か ら 人 材 を輩出 す る こ と を 目 的 と し た 実践型 ト レ ー

ニングキャンプ 「東京ヴェルディカレ ッジ」 を 開催し て い る 。 こ の取り

組 み は 、従来の ス ポ ー ツ ク ラ ブ の枠組 み を超え た新た な試み で あ り 、前

例や常識に と ら わ れ な い先駆者 と し て の姿勢を示し て い る 。 ま た 、「ロ

マンを持っ てワクワク す る大きな夢を描き、 行 動 す る 」 と い う理念のも

と 、 世界で輝く 人 材 の育成 をミッションと し て掲げ て い る 。 こ の理念は 、

ク ラ ブ が長年受け 継 い できたパイオニア精神を象徴 す るエンブ レムにも

表さ れ て お り 、 そ の精神を 継承し な が ら広げ る 活 動 に注力し て い る 。  

(東京ヴェルディク ラ ブ ,  2 0 2 4 ) 。  

 

1 - 2 - 2  湘 南 ベ ル マ ー レ ス ポ ー ツ ク ラ ブ  

湘南ベ ルマー レ ス ポ ー ツ ク ラ ブ は 、 J 1 リーグに所属す る湘南ベ ルマ

ー レ を基盤に 2 0 0 2 年 に 設立さ れ 、「夢づく り 、 人づく り 」 と い うミッ

ションの 下 、 人 生 と 地 域 を豊か に す る ス ポ ー ツ文化の 定着を 目 指 すビジ

ョンを掲げ て い る 。 現 在 、 1 2 の 競 技 種 目 を展開 し て お り 、 多 様 な ス ポ

ー ツ 活 動 を通じ て 地 域 社 会 と の 連 携 を深め て い る 。具体 的 な 活 動 と し て

は 、 ス ポ ー ツ教室やセミナー の 開催が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、コンディショ

ニングセンター を 運 営 し て お り 、鍼灸整骨院や ト レ ー ニングル ームを併

設 す る こ と で 、アスリー ト か ら 子ども、 高 齢 者 ま で幅広い 世 代 の健康維

持・増進 に寄与し て い る 。  

ク ラ ブ の 象 徴 と し て 、 エ ン ブ レ ム に は 湘 南 の 白 い 砂 浜 と 青 い 海 が デ

ザインさ れ て お り 、攻撃を象徴 す る三又の鉾と守備 を示す盾を 組 み 合 わ



せる こ と で 、攻守のバランス の良さ を表現 し て い る 。 ま た 、 ク ラ ブマス

コッ ト 「キングベ ル I 世 」 は 、湘南海岸をイメージし 、海を司る神ポセ

イドンをモチーフと し て い る 。同ク ラ ブ は 、ヨーロッパに お け る 総 合 型

地 域 ス ポ ー ツ ク ラ ブ をモデル と し 、ホームタウンに お け る 多 種 多 様 な ス

ポ ー ツ の普及を 目 指 し て い る 。 地 域 住 民 が気軽に ス ポ ー ツ を楽し め る環

境を 提 供 す る と ともに 、各競 技チームの選手たちは 世界を舞台に 活躍す

る こ と を視野に入れ 、 日 々研鑽に励んで い る (湘南ベ ルマー レ ス ポ ー ツ

ク ラ ブ ,  2 0 2 4 ) 。  

 

1 - 2 - 3  オ ー ル ア ル ビ レ ッ ク ス ・ ス ポ ー ツ ク ラ ブ  

一般社 団法人ジャパン・ ス ポ ー ツ ・ ラボラ トリー が 運 営 す るオー ルア

ルビレ ッ ク ス ・ ス ポ ー ツ ク ラ ブ は 、 2 0 1 3 年 に 創 設 さ れ たアルビレ ッ ク

ス ブ ランドに よ る ス ポ ー ツ ク ラ ブ で あ る 。同ス ポ ー ツ ク ラ ブ は 、「 子 供

の笑顔か ら 、家族の笑顔を 創 る 」 と い う理念を掲げ 、 現 在 、 4 つ の 競 技

種 目 お よ び 1 つ のオリジナルイベント を展開 し て い る 。同ス ポ ー ツ ク ラ

ブ は 、各種メディアでも頻繁に取り 上 げ ら れ て お り 、 そ の認知度お よ び

注目度の 高 さ が顕著で あ る 。 ま た 、跳び箱 3 0 段 に挑戦す る 「マウンテ

ン  3 0 」 は 、オリジナル 競 技 と し てイベント 時 に 定期的 に 開催さ れ 、 参

加 者 の関心 を集め て い る 。 ク ラ ブ のエンブ レムは 、白鳥座の 中 でひとき

わ輝くオレンジと ブ ル ー の二重星「アルビレオ」 と 、 ラテン語で 「王者 」

を意味す る 「 レ ッ ク ス （ r e x ）」 を 組 み 合 わせた造語「アルビレ ッ ク ス 」

に 由 来 し て い る 。 こ の エ ン ブ レ ム は 、 白 鳥 を モ チ ー フ  と し 、 両 翼 を

「 A l l 」 の A 、 な ら び に 「 A l b i - r e x 」 の A に見立て 、 そ の 中 心 に配置 さ

れ た スター は 「輝き」 や 「 個性」  を象徴 し て い る 。 こ のデザインに は 、



「 子 供 たち一 人ひと り に 合 っ た ス ポ ー ツ を見つ け てほし い 」  と い う ク

ラ ブ の理念が込め ら れ て い る 。同ス ポ ー ツ ク ラ ブ は 、 全 年 齢 層 お よ び幅

広い 競 技 レ ベ ル を 対象に 、興味・関心 や 技 能 レ ベ ル に 応 じ た 多 様 な ス ポ

ー ツ プログラムを 提 供 し て い る 。 こ れ ら の プログラムは 、正し い理論と

専門知識  に基づき、 質 の 高 い ス ポ ー ツ教育指 導 を 特 徴 と し て い る 。 こ

の よ う な 活 動 を通じ て 、 初 心 者 層への興味喚起 か ら 競 技 技 術 の向上 ま で 、

多角的 な ス ポ ー ツ教育が 実 施 さ れ て い る （オー ルアルビレ ッ ク ス ・ ス ポ

ー ツ ク ラ ブ ,  2 0 2 4 ）。  

1 - 2 - 4  町 ⽥ ゼ ル ビ ア ス ポ ー ツ ク ラ ブ  

J 1 リーグに所属す る町田ゼルビアを基盤と し て 、 2 0 0 3 年 に 設立さ れ

た こ の 組 織 は 、「 ス ポ ー ツ の 力 で 未 来 を 創 造 す る 」 と い う C R E A T E  

V I S I O N の 下 、 1 2 の 種 目 を展開 し て い る 。 特 に C C S C の 中 でも、 地 域

密着型 の 活 動 が強調 さ れ て お り 、老若男女を問わず参 加 可 能 な プログラ

ムの充実 が 特 徴 と し て 挙 げ ら れ る 。 地 域 連 携 の具体 的 な取り 組 み と し て 、

「 出前ス ポ ー ツ 」 と い う プログラムを展開 し て い る 。 こ れ は 、町田市内

の幼稚園や 保育園、小学 校 、 高 齢 者 施 設 などを 対象に 、 ク ラ ブ の スタッ

フや選手が直接訪問し 、 ス ポ ー ツ の楽し さ を伝え る 活 動 で あ る 。 こ の取

り 組 み は 、 ス ポ ー ツ の普及と 地 域 住 民 の健康促進 を 目 的 と し て お り 、町

田市の委託事業と し て事業費申請を 行 い 、町田市在 住 の 参 加 者への負担

を軽減す る工夫が な さ れ て い る 。 こ れ ら の取り 組 み を通じ て 、当ク ラ ブ

は ス ポ ー ツ を媒介と し た 地 域コミュニティの形成 と発展に寄与し て い る 。  

ク ラ ブ のロゴマー ク は 「 Z e l v i a 」 の 「 Z 」 と 「 M a c h i d a 」 の 「 M 」 を

組 み 合 わせたデザインと な っ て い る 。 中央の 3 本 の ラインは 、①社 会

貢献、②地 域 の発展、③子どもの教育と い う ク ラ ブ の理念を表現 し て



お り 、同時 に 、①市民 、②サポ ーター 、③チームの三位 一 体 の基本姿

勢も象徴 し て い る 。 ま た 、ロゴの 中 心 に は町田市の 地形が配置 さ れ 、 ク

ラ ブ の町田への想い が込め ら れ て い る 。色彩は 、チームカラ ー で あ る ブ

ル ー を基調 と し 、金色は 「 P r i d e ― ―町田の誇り 」 の想い を表現 し て い

る 。  (町田ゼルビアス ポ ー ツ ク ラ ブ ,  2 0 2 4 ) 。  

 

1 - 2 - 5  品 川 C C  

品川 C C は 、神奈川県社 会 人リーグに所属す るサッカー の ト ッ プチー

ムを基盤と し て 、 6 つ の 競 技 を展開 し て い る 。 こ の ク ラ ブ のテーマ「 -

B R I D G E S -  橋を か け よ う 」 は 、品川と い う 地 域 の 地理的 ・文化的 背 景

に着想を得たもの で あ る 。 こ のテーマは 、「 人 と 人 」「 人 と街」「街と企

業」「 ス ポ ー ツ とビジネス 」 など、 様 々 な 要 素 の架け橋と な る こ と を 目

指 す理念を反映し て い る 。 特 に 、アスリー ト のキャリア支援に注力し て

お り 、「 1 . 5 キャリア」 と し て 、アスリー ト がセカンドキャリアに向け

た ステッ プ を 踏 む 重 要 な過渡期を支援し て い る 。 ク ラ ブ は 、選手たちが

ス ポ ー ツ と仕事を両立し 、ビジネスマンと し ても尊敬さ れ る よ う なキャ

リアを築け る よ うサポ ー ト を 提 供 し 、 ス ポ ー ツ と 地 域 社 会 の価値向上 を

図り な が ら 、持続可 能 な 成長を支援し て い る 。 ク ラ ブ のエンブ レムは 、

「 B R I D G E S （橋）」 の 重 み と安定感を表現 し たデザインと な っ て お り 、

S h i n a g a w a  C u l t u r e  C l u b の頭文字で あ る S C C を ベ ー ス に 、品川の

「品」 の字をモチーフと し た盾の形状を採用し て い る 。エンブ レム上 部

の 丸 み は 橋 を 象 徴 し て お り 、 ク ラ ブ の 理 念 を 視 覚 的 に 表 現 し て い

る 。  (品川 C C ,  2 0 2 4 ) 。  

 



1 - 2 - 6  当 該 組 織 全 体 の ブ ラ ン ド の 特 性  

上記 5 つ の 組 織 の ブ ランディングの 特 徴 を 踏 ま え 、「当該組 織 全 体 」 の

ブ ランドの 特性は 、 主 に 3 つ で あ る と考え ら れ る 。 特 徴 的 な 要 素 の 1 つ

と し て 、独自コンテンツ の 創 出 で あ る 。 こ れ は 、各地 域 お よ び 社 会 課 題

に 対 し て 、マルチス ポ ー ツ で あ る と い う 特性を効果的 に 活用し 、 さ ら に

地 域 の 特性を考慮し たコンテンツ を 創 出 す る こ と で 、 地 域コミュニティ

の 連帯感を醸成 し て い る 点 が 特 徴 と し て 挙 げ ら れ る 。 2 つ 目 の 要 素 と し

て 、エンブ レムの展開 に着目 す る 。 こ の取り 組 み は 、各組 織 の歴史や 背

景 を 踏 ま え た理念をエンブ レムと し て視覚的 に表現 し 、 そ れ ら を 、デジ

タル 上 や 、イベント及び プログラムのシンボル 、チームジャージ並び に 、

競 技用具への展開 を し 、 ブ ランド価値の向上 に寄与し て い る と考え ら れ

る 。 3 つ 目 の 要 素 と し て 、サッカー の ト ッ プチームの知名度を 活 か し た

高 い発信力で あ る 。 こ の発信力は 、独自コンテンツ やシンボル を広範に

普及させる た め の 重 要 な基盤と な り 、 ブ ランドの 確立に大きく寄与し て

い る こ と が期待できる 。  

	

1 - 3  研 究 ⽬ 的  

理論的 背 景並び に 、当該組 織 全 体 の ブ ランドの 特性を 踏 ま え 、 本研究

の 目 的 を 以 下 の よ う に 設 定 す る 。  

本 研 究 の 目 的 は 、 プ ロ 及 び 社 会 人 サ ッ カ ー チ ー ム を 基 盤 に ブ ラ ン ド

を拡張し た C C S C に所属す る 指 導 者 に お い て 、「 ブ ランドへの憧れ 」 は

「 ブ ランドの理解 」 を介し 、「 組 織コミッ トメント 」 と正の関連 が あ る

こ と を明ら か に す る こ と で あ る 。  

 



2 先 ⾏ 研 究  

2 - 1  概 念 的 背 景 及 び 理 論 的 枠 組 み  

2 - 1 - 1 ブ ラ ン ド へ の 憧 れ と ブ ラ ン ド の 理 解 に 関 す る 先 ⾏ 研 究  

「憧れ 」 と は 、「他に は な い魅力が あ る 」「 スタイリッシュな 」 など

の 項 目 に 代表さ れ る よ う に 、 自分よ り 位 が 高 く感じ ら れ る よ う な 対象に

対 す る感情を示し て い る (杉谷 ,  2 0 1 3 ) 。 本研究で は 、杉谷 ( 2 0 1 3 ) を 参

考に 組 織 を 自己よ りも高 い価値が あ る と認識す る 心理的結び つきを 、

「 ブ ランドへの憧れ 」 と明記す る 。理由は 、 本研究に お け る当該組 織 の

ブ ランドに 対 す る 指 導 者 の 心理的結び つきを検証す る か ら で あ る 。  

西原ほか （ 2 0 1 9 ） は 、企業が 目 指 す姿を理念と し て明文化し 、 そ れ

を ブ ランドブ ッ ク や 行 動 指針を通じ て従業員一 人ひと り に浸透させ、理

解 を深め て い く プロセス を 重視し て い る 。 ま た 、 こ れ ら の取り 組 み を評

価す るインナー ブ ランディング尺度の検討を 行 っ て い る 。 本研究で は 、

西原ほか ( 2 0 1 9 ) がインナー ブ ランディング尺度の検討で基盤と し て用

い た概念を 本研究の文脈に お い て 、「 ブ ランドの理解 」 と い う概念と し

て再設 定 し た 。理由は 以 下 の通り で あ る 。 一般的 に 、インナー ブ ランデ

ィングと は 、企業が 自 ら の 目 指 す姿を理念と し て明文化し 、 行 動 指針な

ど を 通 じ て 従 業 員 に 伝 達 し 浸 透 さ せ る 取 り 組 み を 指 す （ 西 原 ほ か ,  

2 0 1 9 ）。 こ れ に 対 し 、 本研究で は 、受け手側の視点 に焦点 を当て て お り 、

企業の場合 は従業員、 そ し て 本研究の文脈に お い て は 指 導 者 を そ の 対象

と し て い る 。 本研究は 、受け手側、 す な わち組 織 に属す る 人 々 が 、 組 織

が 行 っ たインナー ブ ランディングに基づき、どの程度そ の理念や価値観

を理解 し て い る か 、 ま た理解 を深め る努力を し て い る か を検討す る こ と

で あ る 。 こ の よ う に 、受け手の視点 を 重視し て い る こ と か ら 、単に 「イ



ンナー ブ ランディング」 と い う用語を使用す る の で は な く 、「 ブ ランド

の理解 」 と い う文脈を採用す る こ と が 適 切 で あ る と判断し た 。  

「 ブ ラ ン ド へ の 憧 れ 」 と 「 ブ ラ ン ド の 理 解 」 に 関 す る 研 究 は 、 背 景

( 1 - 1 ) で示し た梅崎ほか （ 2 0 2 0 ) の研究に 加 え  石井 （ 2 0 2 0 ) は 、大学 ・

M B A の ブ ランディング及びマーケティングに関す る先行研究に つ い て

概観し 、 そ の 中 で 、キャンパス を持つ大学 は 、 競争優位性を構築す る た

め のリソー ス が豊富で あ り 、大学名の認知・評判の形成 が容易で あ る こ

と を報告し て い る 。 ま た 、 学 校 の ステータス と評判は 、 M B A プログラ

ムの認識及び選択に 、関連 す る 重 要 な 要 素 で あ る と論じ て い る 。  

以 上 か ら 、「 ブ ランドへの憧れ 」、 つ ま り企業や 組 織 の注目度、独自性、

ステータス の向上 は 、 そ の 組 織への関与度を 高 め 、知る機会 や理解 し よ

う と す る姿勢の向上 に つ な が る と考え ら れ る 。 さ ら に 、 こ の プロセス は 、

人 的 資 本 が 特 に 課 題 と な っ て い る C C S C に お い て極め て 重 要 な意義 を

有す るもの と考え ら れ る 。 し か し な が ら 、 こ れ ら の理論的枠組 み は 主 と

し て企業や大学 と い っ た 組 織 に 適用さ れ るもの で あ り 、今回のテーマで

あ る C C S C に お い て は 、 そ の具体 的 な プロセス が依然と し て明確 に示

さ れ て い な い 。 し た が っ て 、 本研究に お い て こ れ ら の概念間の関係を検

証し て い く こ と は意義深い取り 組 み で あ る と考え ら れ る 。  

 

2 - 1 - 2 ブ ラ ン ド の 理 解 と 組 織 コ ミ ッ ト メ ン ト に 関 す る 先 ⾏ 研 究  

 一般に 、コミッ トメント と は 、 特 定 の集団 や 社 会規範、 目標などに 対

す る内的 な献身と し て捉え ら れ 、 そ れ ら に 対 す る同一性やロイヤルティ

などの概念を包括す るもの と 定 義 さ れ て い る （北村ほか ， 2 0 0 5 ）。 す な

わち、 組 織コミッ トメント は 、 特 定 の 組 織 に 対 す る同一化や関与の程度、



ロイヤルティ、 さ ら に は 組 織内で の役割意識の感覚を 指 す概念と し て捉

え る こ と が できる （北村ほか ， 2 0 0 5 ）。 ま た M o w d a y  e t  a l . （ 1 9 8 2 ）

は 、 組 織コミッ トメント を 特 定 の 組 織 に 対 す る 個 人 の同一性や関与の強

さ と し て 定 義 し 、 以 下 の 3 つ の 要 因 に よ っ て 特 徴づけ て い る 。 ( 1 )  組 織

の 目標や価値観の容認と信頼、 ( 2 )  組 織 の利益の た め の貢献意欲、 ( 3 )  

組 織 のメンバーシッ プ を維持し た い と い う欲求 で あ る 。企業に お け る理

念の理解 や そ の理解 を促進 す る 活 動 と 組 織コミッ トメント を 含 むコミッ

トメント と の関係性に つ い て は企業のインナー ブ ランディングに お い て

の論文が 多 く発表さ れ て い る 。 背 景 ( 1 - 1 ) で示し た 高柳（ 2 0 1 5 ) の研究

に 加 え 、  羽藤（ 2 0 1 6 ) は 、 特 定 の製品やサービス の ブ ランド・コミュ

ニティに 参 加 し て い るメンバー を 対象に 、コミュニティに 参 加 す る 中 で 、

ブ ランドへの知識を蓄え る こ と で 、コミッ トメント を 高 め る プロセス を

報告し て い る 。 ま た 、吉原（ 2 0 1 8 ） は 、顧客接点 で働く従業員に 対 し

て企業と し て の理想や大切 に し て い る価値を伝え る こ と が 、従業員に企

業への誇り を抱かせ、企業の価値観と 自己の価値観が 一致し て い る と感

じ させるメカニ ズムを説明し て い る 。  

こ れ ら の研究は 、企業に お け る ブ ランドの理解 、 つ ま り は企業の理想

や価値観、文化などの理解 がコミッ トメント に正の関連 を及ぼす こ と を

明ら か に し て い る 。 ま た 、 こ れ ら の理論的枠組 み は 、 指 導 者 を は じ め と

す る 人 的 資 本 に 課 題 を抱え る C C S C に お い ても、 重 要 な示唆を与え る

もの と考え ら れ る 。 し か し な が ら 、 C C S C に お い て同様 の結果が得ら れ

る か に つ い て は 、 現 時 点 で は明確 に さ れ て い な い 。 こ の た め 、 C C S C を

対象と し た 実証的研究の必要性が 高 い と い え る 。  

 



2 - 2  仮 説 設 定  

当該組 織 全 体 の ブ ランドの 特性や 、先行研究に お け る各概念間の関係

性を 踏 ま え 、 以 下 の仮説を 設 定 す る 。図１ は仮説モデル を示し て い る 。  

 

 

図 １ 仮 設 モ デ ル  

 

H 1 : 「 ブ ランドへの憧れ 」 は 、「 ブ ランドの理解 」 と正の関連 が あ る 。  

H 2 : 「 ブ ランドへの理解 」 は 、「 組 織コミッ トメント 」 と正の関連 が あ

る 。  

H 3 : 「 ブ ラ ン ド へ の 憧 れ 」 は 、「 ブ ラ ン ド の 理 解 」 を 介 し て 間 接 的 に

「 組 織コミッ トメント 」 と正の関連 が あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 



3  ⽅ 法  

3 - 1  各 概 念 の 定 義 と そ の 測 定  

 本研究に お い て取り扱う各概念の 定 義 な ら び に測定 項 目 に つ い て 以 下

に示す 。 な お 、各測定 項 目 は先行研究を 参照の う え採用し たもの で あ り 、

当該組 織 の ブ ランド特性（ 1 - 2 - 6 ） か ら作成 し た 項 目 で は な い事を こ こ

に明記す る 。 あ く ま で 、 本研究の 目 的及び文脈に お い て妥当で あ る と判

断さ れ るもの を先行研究の測定 項 目 か ら選出 し 、採用し て い る 。  

 

3 - 1 - 1  ブ ラ ン ド へ の 憧 れ の 定 義 と 測 定  

 「憧れ 」 と は 、「他に は な い魅力が あ る 」「 スタイリッシュな 」 などの

項 目 に 代表さ れ る よ う に 、 自分よ り 位 が 高 く感じ ら れ る よ う な 対象に 対

す る感情を示し て い る 。「憧れ 」 に は 、 個 人 が所属す る 社 会集団 の評価

に支え ら れ た感情的評価で あ る と い う側面 が あ り 、 自分一 人きり で あ る

ブ ランドを い い と思っ て い る だ け で は憧れ に な ら な い 。周囲の羨望の ま

なざし が あ っ て こ そ 、 そ れ は 「憧れ 」 に な り え る と い う 点 に お い て 、

「 世間で の評価」 と い う (相対 的 に は )  客観的 な 指標が存在 し て い る と

も言え る  (杉谷， 2 0 1 3 ) 。当該組 織 全 体 に お け る ブ ランドの 特性 ( 1 - 2 -

6 ) か ら 、 本研究に お い ても、杉谷 ( 2 0 1 3 ) を 参考に 組 織 を 自己よ りも高

い価値が あ る と認識す る 心理的結び つきを 、「 ブ ランドへの憧れ 」 と 定

義 し 、杉谷（ 2 0 1 1 ) の研究で用い ら れ て い る 「憧れ 」 の概念を用い て 、

そ の概念間の検証を試み る 。  

「 ブ ランドへの憧れ 」 を測定 す る 項 目 に お い ても、杉谷（ 2 0 1 1 ) を 参考

に 設 定 し た 。 こ の論文で は 、悪い口コミや 不祥事報道の よ う な否定 的 な

情報が消費者 の 目 に触れ た と し ても、依然と し て 高 い購買意欲や好意的



イメージを維持できる 「強い 」 ブ ランドと は何か を 実証的 に検討し て い

る 。 ま た 、「 ブ ランドジャパン ( (株 ) 日 経 B P コンサルティング 2 0 0 9 ) 」

で用い ら れ て い る 2 0 項 目 の うち 1 8 項 目 を 設 定 し 、「憧れ 」、「愛着」、

「機能性」 の 因 子 を抽出 し 、 ブ ランド評価と し て用い て い る 。 本研究で

は 、 こ の 「憧れ 」 因 子 に関連 す る 項 目 の うち、当該対象組 織 の 全 体 の 特

性 ( 1 - 2 - 6 ) を考慮し 、 指 導 者 の 心理的結び つきと し て妥当で あ る と判断

さ れ る 5 項 目 を選定 し た 。 加 え て 、 本研究に お け る 対象組 織 は 、 プロお

よ び 社 会 人サッカーチームか ら ブ ランドを拡張し 、 そ れ に基づい た独自

の ブ ランド戦略を 行 っ て お り 、 そ の 活 動 は当該組 織 に 特有の 特 徴 を有し

て い る 。 こ れ を 踏 ま え 、「 ブ ランドジャパン ( (株 ) 日 経 B P コンサルティ

ング ,  2 0 0 9 ) 」 で採用さ れ て い る 指標の 中 か ら 、独自性お よ び新規性を

評価す る 3 項 目 を追加 し 、 合 計 8 項 目 をもっ て 「 ブ ランドへの憧れ 」 因

子 と し て 設 定 し た 。 な お 、概念に お け る 項 目 の回答は 「 全 く当て は ま ら

な い 」 か ら 「 と ても当て は ま る 」 の 5 段 階 のリッカー ト尺度を用い た 。  

 

3 - 1 - 2  ブ ラ ン ド の 理 解 の 定 義 と 測 定  

先 行 研 究 に お い て 、 イ ン ナ ー ブ ラ ン デ ィ ン グ の 実 施 は 組 織 理 念 や ビ

ジョンの理解促進 に つ な が り 、ひい て は 組 織コミッ トメント と関連 が あ

る 可 能性が 指摘さ れ て い る 。 こ の こ と か ら 、西原ほか （ 2 0 1 9 ) がインナ

ー ブ ランディング尺度の検討で基盤と し て用い たインナー ブ ランディン

グ評価の概念を 本研究に お い て は 「 ブ ランドの理解 」 と い う概念と し て

再設 定 し た 。 本研究に お い て 、「インナー ブ ランディング」 と い う名称

を使用し な か っ た理由は 、 以 下 の通り で あ る 。 一般的 に 、インナー ブ ラ

ンディングと は 、企業が 自 ら の 目 指 す姿を理念と し て明文化し 、 行 動 指



針などを通じ て従業員に伝達し浸透させる取り 組 み を 指 す （西原ほか ,  

2 0 1 9 ）。 こ れ に 対 し 、 本研究で は 、受け手側の視点 に焦点 を当て て お り 、

企業の場合 は従業員、 そ し て 本研究の文脈に お い て は 指 導 者 を そ の 対象

と し て い る 。 本研究は 、受け手側、 す な わち組 織 に属す る 人 々 が 、 組 織

が 行 っ たインナー ブ ランディングに基づき、どの程度そ の理念や価値観

を理解 し て い る か 、 ま た理解 を深め る努力を し て い る か を検討す る こ と

で あ る 。 こ の よ う に 、受け手の視点 を 重視し て い る こ と か ら 、単に 「イ

ンナー ブ ランディング」 と い う用語を使用す る の で は な く 、「 ブ ランド

の理解 」 と い う文脈を採用す る こ と が 適 切 で あ る と判断し た 。  

以 上 の 理 由 か ら 、 概 念 を 再 定 義 す る と 、 本 研 究 に お け る 「 ブ ラ ン ド

の理解 」 は 組 織 に属す る 人間が 、 組 織 の価値観及び 、理念、展望を理解

し て い る こ と 、 あ る い は 、理解 を深化し て い る取り 組 み を 指 すもの と す

る 。 ま た 、 そ れ に伴い 、インナー ブ ランディング評価の 項 目 に お い て は 、

経 営陣に よ る 経 営 方針の 提示を 組 織 に属す るもの がどの程度理解 し て い

る か 、 あ る い は そ の理解 の促進 が図ら れ て い る か を評価す る 上 で妥当と

考え ら れ る 項 目 に絞り込んだ 。 さ ら に 、 本研究の 対象が C C S C で あ る

こ と を 踏 ま え 、 質問内容に つ い て は企業向け の 項 目 を ク ラ ブ に 対 応 す る

形へと 調整を 行 っ た 。  

加 え て 、 C C S C の 特 徴 を 踏 ま え 、「 ク ラ ブ の 競 技 数 を言え る 」、「 ク ラ

ブ の 競 技 種 目 を 全 て言え る 」 の 2 項 目 を 加 え 、 計 9 項 目 で 調 査 を 行 っ

た 。 な お 、概念に お け る 項 目 の回答は 「 全 く当て は ま ら な い 」 か ら 「 と

ても当て は ま る 」 の 5 段 階 のリッカー ト尺度を用い た 。  

 



3 - 1 - 3  組 織 コ ミ ッ ト メ ン ト の 定 義 と 測 定  

 コミッ トメント と は 、 特 定 の集団 や 社 会規範、 目標などに 対 す る内的

な献身と し て捉え ら れ 、 そ れ ら に 対 す る同一性やロイヤルティなどの概

念を包括す るもの と 定 義 さ れ て い る （北村ほか ， 2 0 0 5 ）。 す な わち、 組

織コミッ トメント は 、 特 定 の 組 織 に 対 す る同一化や関与の程度、ロイヤ

ルティ、 さ ら に は 組 織内で の役割意識の感覚を 指 す概念と し て捉え る こ

と が できる （北村ほか ， 2 0 0 5 ）。 ま た M o w d a y  e t  a l . （ 1 9 8 2 ） は 、 組

織コミッ トメント を 特 定 の 組 織 に 対 す る 個 人 の同一性や関与の強さ と し

て 定 義 し 、 以 下 の 3 つ の 要 因 に よ っ て 特 徴づけ て い る 。 ( 1 )  組 織 の 目標

や価値観の容認と信頼、 ( 2 )  組 織 の利益の た め の貢献意欲、 ( 3 )  組 織 の

メンバーシッ プ を維持し た い と い う欲求 で あ る 。 本研究に お い ても、

M o w d a y  e t  a l . （ 1 9 8 2 ）及び 、北村ほか ( 2 0 0 5 ) が示し た 組 織コミッ ト

メント の概念を用い る 。理由と し て は 、 こ れ ら の概念が 組 織コミッ トメ

ント を 多 面 的 に捉え 、 個 人 の 心理的側面 (価値観や同一化 ) と 行 動 的側面

(貢献意欲やメンバーシッ プ の維持 ) を包括的 に説明し て い る 点 が 、 本研

究の 目 的 で あ る C C S C に所属す る 指 導 者 の 心理的結び つきを検証す る

上 で 重 要 で あ る と考え た か ら で あ る 。  

 「 組 織コミッ トメント 」 を測定 す る 項 目 は 、北村ほか （ 2 0 0 5 ) の ス ポ

ー ツボランティアの 組 織コミッ トメント で用い ら れ る 質問項 目 を C C S C

の 指 導 者向け に 調節し 、 設 定 し た 。 C C S C の 指 導 者 は 、金銭的報酬を 目

的 に し な い こ と が共通点 に あ る こ と と 、 項 目 と し て の妥当性が 担 保 さ れ

て い る こ と が明ら か に な っ て い る た め 、 こ の 項 目 を 設 定 し た 。 ま た 、複

雑な 質問や逆転形式に慣れ て い な い回答者 の 一貫性を 保 つ の が難し く な

り 、信頼性係数 が基準値に到達し な い 可 能性を考慮し 、否定 的 態度を示



す 6 項 目 を除外し 、ショー ト ・バージョンと し て の 設問 ( C u s k e l l y  e t  

a l . ,  1 9 9 8 ） を用い た 。 さ ら に 、「 組 織 は 能力を十分に引き出 し て く れ

る 」 と い う 項 目 に つ い て は 、 C C S C の 特 徴 と し て 競争性が低い こ と や 、

能力値と し て の評価が 重視さ れ て い な い こ と か ら 、当該項 目 は 本研究に

お け る 対象と す るテーマに 適 合 し な い と判断し た 。事前に 実 施 し た 対象

組 織へのインタビュー に お い ても、 指 導 者 と し て の 能力値の向上 や 能力

値を 求 め ら れ る状況が共通事項 と し て 挙 げ ら れ な か っ た た め 、 こ の 項 目

を削除す る こ と と し た 。 以 上 の検討を 踏 ま え 、 本 調 査 に お け る 組 織コミ

ッ トメント の尺度で は 、 計 9 項 目 を 対象と し て 実 施 す る こ と と し た 。 な

お 、概念に お け る 項 目 の回答は 「 全 く当て は ま ら な い 」 か ら 「 と ても当

て は ま る 」 の 5 段 階 のリッカー ト尺度を用い た 。  

 

3 - 1 - 4  ア ン ケ ー ト 調 査  

 以 上 の概念間の関係性に よ る仮説の検証を 行 う た め に 、 本研究で は必

要 なデータを収集し 、 適 切 な分析を 行 う こ と を 目 的 と し て 、アンケー ト

調 査 を 実 施 し た 。 本 調 査 は 、 2 0 2 4 年 1 1 月 1 日 か ら 2 0 2 4 年 1 1 月 3 0

日 ま で の期間に 実 施 し た 。収集方法に つ い て は 、 G o o g l e フォームを使

用し て 質問項 目 を作成 し 、各組 織 の 代表者 にアプローチを 行 っ た 。 そ の

後 、 代表者 を通じ て各指 導 者 に 対 しオンラインで回答を収集し た 。  

本 研 究 の 対 象 は 、 プ ロ サ ッ カ ー 及 び 社 会 人 リ ー グ か ら ブ ラ ン ド を 拡

張し 、 C C S C と し て 活 動 を展開 す る 組 織 に属す る 指 導 者 で あ る 。具体 的

な 組 織名は 以 下 に示す 。 な お 、横浜 F C ス ポ ー ツ ク ラ ブ に お い て は 、 指

導 者 個 人 か ら得た 協力で あ る こ と か ら 組 織 と し て の記述は控え る こ と と

す る 。 さ ら に 、サッカー の ト ッ プチームの 指 導 者 に つ い て は 本研究の 対



象か ら除外し た 。 そ の理由と し て 、 本研究がサッカー に 特化し た内容と

受け取ら れ る 可 能性を避け る意図が あ る こ と に 加 え 、職務と し て や報酬

に よ るコミッ トメント の向上 が関連 す る 可 能性が考え ら れ る た め で あ る 。  

1  東京ヴェルディク ラ ブ  

2  湘南ベ ルマー レ ス ポ ー ツ ク ラ ブ  

3  オー ルアルビレ ッ ク ス ・ ス ポ ー ツ ク ラ ブ  

4  町田ゼルビアス ポ ー ツ ク ラ ブ  

5  品川 C C   

各競 技 の 指 導 者 ( n = 7 8 )  

回収率 8 1 . 2 5 % ( 7 8 / 9 6 )  

有効回答率 1 0 0 . 0 0 % ( 7 8 / 7 8 )  

 

	

3 - 2  分 析 ⽅ 法  

データを分解 し 、観測さ れ た 現象を構成 す る 要 素 を明確化す る と とも

に 、各要 因間の関係を 可視化す る こ と を通じ て 、仮説の検証及び新た な

発見を 可 能 に す る こ と を 目 的 と し て 、詳細な分析を 実 施 し た 。 こ れ に よ

り 、仮設モデル の妥当性を検証し 、研究課 題 の 解決に向け た 重 要 な知見

を得る こ と を試み た 。  

は じ め に 、 調 査 対象者 のデモグラフィク ス 特性を把握す る た め に単純

集計 を 行 っ た 。次に 、各項 目 が 特 定 の 因 子 にどの程度関連 し て い る か を

確認し 、 因 子構造の妥当性を評価す る た め に 、各項 目 の 因 子負荷量を 算

出 し た 。 組 織コミッ トメント尺度に お い て 、 因 子負荷量の基準値 ( . 5 0 )

（ H a i r  e t  a l . ,  2 0 1 9 ） に到達し な い 項 目 「 こ の ク ラ ブ のメンバー に な



れ た こ と を と ても嬉し く思う 」 ( - . 8 3 ) 、「 ク ラ ブ の将来が 本当に気に な

る 」 ( 3 . 1 8 ) の 2 項 目 を削除し 、 7 項 目 で 確認的 因 子分析に 進んだ 。  

ア イ テ ム パ ー セ リ ン グ  本研究が 対象と す る母集団 に お い て 、各概

念に関す る 項 目 数 の 多 さ は分析の複雑性を 高 め る 要 因 と な り得る 。 そ の

為 、 確 認 的 因 子 分 析 に 先 立 ち 、 ア イ テ ム パ ー セ リ ン グ ( i t e m  

p a r c e l i n g )  を 行 っ た 。パーセリングと は 「小包化」 とも呼ば れ (清水，

2 0 0 5 )  、 2 つ 以 上 の 項 目 の 合 計得点又は平均得点 を観測変数 と し て利用

す る 方法で あ る ( B a n d a l o s ,  2 0 0 2 )  。モデルサイズ減少に よ る 推 定 の安

定 、 推 定値の希薄化の防止、分布が正規分布に 近づく などの利点 が あ る

( B a n d a l o s  &  F i n n y ,  2 0 0 1 ;  H a g t v e t  &  N a s s e r ,  2 0 0 4 )  。 方法は複

数報告さ れ て い る が (清水・山本 ， 2 0 0 7 ) 、 3  つ のパーセル 数 で 最も安

定 す る た め ( L i t t l e  e t  a l . ,  2 0 1 9 ) 、 本研究で は  3  つ のパーセル を 設 定

し た 。  ま た 、アンケー ト回答時 の環境を完全 にコントロー ル す る こ と

が困難で あ り 、理論的内容の類似性に基づい て 項 目 を分類す る 方法の信

頼性に 一 定 の懸念が あ る こ と か ら 、 ランダムに選択し た 項 目 をパーセル

に ま と め る 方法を採用し た 。  

確 認 的 因 ⼦ 分 析  先行研究か ら 導き出 さ れ た仮説的 な 因 子構造を前

提 に 、データが そ の構造に 合致し て い る か を 確認す る為に 、 3 因 子 を潜

在変数 と し て 確認的 因 子分析を 行 っ た 。 そ の際、 クロンバッ クα係数 、

平 均 分 散 抽 出 ( A V E ) を 算 出 し て 、 尺 度 の 信 頼 性 と 妥 当 性 の 検 証 を 行 っ

た 。  

構 造 ⽅ 程 式 モ デ リ ン グ  仮説の検証を 行 うべく 、構造方程式モデリ

ングを 行 な っ た 。  

な お 、分析に は I B M  S P S S  s t a t i s t i c s ( 2 9 ) と I B M  S P S S  A m o s ( 2 9 )

を使用し た 。  



4 結 果  

4 - 1  サ ン プ ル の 基 本 的 属 性  

調 査 の回答者 の内訳は表 1 の通り で あ る 。所属ク ラ ブ に つ い て は 、東

京 ヴ ェ ル デ ィ ク ラ ブ に 所 属 す る 者 か ら の 回 答 が 最 も 多 く 5 7 . 6 9 %

（ n = 4 5 ） を 占 め 、 次 い で 町 田 ゼ ル ビ ア ス ポ ー ツ ク ラ ブ が 1 9 . 2 3 %

（ n = 1 5 ） で あ っ た 。性別に関し て は 、男性が 6 9 . 2 3 % （ n = 5 4 ） を占め 、

女 性 が 3 0 . 7 7 % （ n = 2 4 ） で あ っ た 。 年 齢 層 別 で は 、 2 0 代 が 最 も 多 く

3 4 . 6 2 % （ n = 2 7 ）、次い で 3 0 代 が 2 8 . 2 1 % （ n = 2 2 ）、 1 0 代 が 2 1 . 7 9 %

（ n = 1 7 ） で あ っ た 。職業別で は 、 会 社員が 全 体 の 5 5 . 1 3 % （ n = 4 3 ） を

占め 、次い で 自 営業が 2 9 . 4 9 % （ n = 2 3 ） で あ っ た 。 ま た 、 活 動 継続期

間に つ い て は 、 4～ 5 年 以 上 の 継続者 が 最も多 く 4 4 . 8 7 % （ n = 3 5 ） を占

め 、次い で 2～ 3 年 が 2 0 . 5 1 % （ n = 1 6 ） で あ っ た 。所属種 目 で は 、野球

が 2 9 . 4 9 % （ n = 2 3 ）、サッカー が 1 1 . 5 4 % （ n = 9 ） と い う結果が得ら れ

た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



表 1   回 答 者 の 属 性 ( n = 7 8 )  

 

度数(人)  割合
組織名 東京ヴェルディクラブ 45 57.69%

湘南ベルマーレスポーツクラブ 10 12.82%
オールアルビレックス・スポーツクラブ 4 5.13%
町田ゼルビアスポーツクラブ 15 19.23%
横浜FCスポーツクラブ 1 1.28%
品川CC 3 3.85%
合計 78 100.00%

性別 男性 54 69.23%
女性 24 30.77%
その他 0 0.00%
合計 78 100.00%

年齢 10代 17 21.79%
20代 27 34.62%
30代 22 28.21%
40代 9 11.54%
50代 3 3.85%
60代以上 0 0.00%
合計 78 100.00%

職業 会社員 43 55.13%
団体職員 3 3.85%
公務員 4 5.13%
自営業 23 29.49%
学生 1 1.28%
パート・アルバイト 1 1.28%
その他 3 3.85%
合計 78 100.00%

活動継続期間 1年未満 12 15.38%
1-2年 10 12.82%
2-3年 16 20.51%
3-4年 5 6.41%
4-5年以上 35 44.87%
合計 78 100.00%

所属種目 野球 23 29.49%
サッカー 9 11.54%
チアダンス・リーディング 8 10.25%
フットサル 7 9.00%
トライアスロン 5 6.41%
バレーボール 6 7.69%
ホッケー 3 3.84%
ゴルフ 2 2.56%
ソサイチ 1 1.28%
サイクリング 1 1.28%
ラグビー 1 1.28%
マルチスポーツ 1 1.28%
体操 1 1.28%
ダンス 1 1.28%
ブラインドサッカー 1 1.28%
アメリカンフットボール 1 1.28%
フラダンス 1 1.28%
走り方・総合体育 1 1.28%
バスケットボール 1 1.28%
フットゴルフ 1 1.28%
セパタクロー 1 1.28%
その他(ピアノ・ギター) 2 2.60%
合計 78 100.00%



4 - 2  各 概 念 尺 度 の 確 認 的 因 ⼦ 分 析  

モデル 適 合度に は そ れぞれ 、χ ２ / d f (基準値≦ 5 . 0 0 ; B o l l e n ,  1 9 8 9 ) 、

C F I (基 準 値 ≧ . 9 0 ; H u  a n d  B e n t l e r ,  1 9 9 9 ) 、 S R M R (基 準 値

< . 1 0 ; K l i n e ,  2 0 0 5 ) 、  T L I (基 準 値 ≧ . 9 0 ; H a i r  e t  a l , .  2 0 1 9 ) 、

R M S E A (基準値 < . 1 0 ; H u , L T  &  B e n t l e r . 1 9 9 9 ) の 指標を用い た 。  

結 果 と し て 、 許 容 で き る モ デ ル 適 合 度 が 得 ら れ た (χ ２ / d f = 1 . 6 5 , p  

≤ . 0 0 1 , C F I = . 9 7 ,  T L I = . 9 6 ,  S R M R = . 0 5 ,  R M S E A = . 0 9 ) 。  

 収 束 的 妥 当 性 を 示 す 平 均 分 散 抽 出 ( A V E ) は 基 準 値 . 5 0 ( F o r n e l l  a n d  

L a r c k e r ,  1 9 8 1 )  を 上回り 、信頼性を示す クロンバッ クα係数 (基準値

>  . 7 0 ; N u n n a l l y ,  1 9 7 8 )も全 て の 因 子 で基準値を 上回っ た 。次に 、各

因 子 の弁別的妥当性を検証す る た め に 因 子間相関の平方 と平均分散抽出

( A V E ) を比較し た ( F o r n e l l  a n d  L a r c k e r ,  1 9 8 1 ) 。 そ の結果、 全 て の

項 目 で A V E が 因 子間相関の平方 を 上回っ た 。 以 上 よ り 、尺度の信頼性

及び妥当性が 確認さ れ た (表 2 及び表 3 ) 。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



表 2   記 述 的 統 計 量 及 び 確 認 的 因 子 分 析 の 結 果  

 

 

 

表 3    記 述 統 計 量 及 び 因 子 間 相 関  

 

 

 

 

 

M SD λ AVE α

際立った個性がある 3.90 1.00

時代を切り開いている 3.85 .94

他にはない魅力がある 4.21 .81

旬である 3.59 1.13

今注目されている 3.67 1.16

勢いがある 3.62 1.07

ステータスが高い 3.41 .96

スタイリッシュ 3.74 .93

理念を成文化している 3.63 1.05

クラブの展望を社内外に語れる 3.45 1.14

クラブの理念を理解している 3.99 1.00

各チームへの公開説明が行われている 2.99 1.11

活性化への意識がある 3.91 .97

指導者として理解し、共感している 3.74 1.00

クラブの中の競技種目数を言える 3.35 1.39

競技種目名を全て言える 3.14 1.43

組織への所属感がある 3.76 1.07

このクラブのメンバーになろうと決めたことをとても嬉しく思う

このクラブの将来が本当に気になる

活動がうまくいくように周囲の期待以上の努力をしている 3.85 .90

クラブは指導者として活動するための最適な団体だ 3.53 .98

クラブで指導者として始めたことは明らかに私の誇りだ 3.91 .90

友人にクラブの素晴らしさについて興味を持つように話す 3.73 .91

クラブの活動を継続するためならどんな役割でも引き受ける 3.15 1.14

自分とクラブの価値観がよく似ていると思う 3.64 1.02

クラブのメンバーであることを他の人に話すことを誇りに感じる 3.79 1.00

Parsel2

Parsel3

.77

.80

.90

Parsel1

Parsel2

Parsel3

.90

.92

.91

.83

.80

組織コミットメント (5段階尺度)

ブランドの理解 (5段階尺度)

ブランドへの憧れ (5段階尺度)

M;平均,SD;標準偏差,λ;因子負荷量,AVE;平均分散抽出,α;クロンバックα係数

  χ２/df=1.65,p ≤.001,CFI=.97, TLI=.96, SRMR=.05, RMSEA=.09

Pasel1

Pasel2

Parsel3

.86

.90

.98

.83 .90

.86.68

Parsel1

M SD 1 2 3
1   ブランドへの憧れ (5段階尺度) 3.71 .78 .79     .54     .43
2   ブランドの理解 (5段階尺度) 3.54 .86 .74*** .83     .57
3   組織コミットメント (5段階尺度) 3.64 .74 .66*** .76*** .68
対角線には各概念のAVEを表示した。対角線の左下には、因子間相関、右上には因子間相関の平方を表示した。
M;平均,SD;標準偏差,***p<.001



4 - 3  構 造 ⽅ 程 式 モ デ リ ン グ  

確認的 因 子分析で妥当性と信頼性が 確認さ れ た 3 因 子 に つ い て 、仮説

の検証を 行 うべく 、構造方程式モデリングを 行 な っ た (図 2 ) 。  

モ デ ル 適 合 度 の 指 標 に は 、 χ 2 / d f (基 準 値 ≦ 5 . 0 0 ; B o l l e n ,  1 9 8 9 ) 、

C F I (基 準 値 ≧ . 9 0 ; H u  a n d  B e n t l e r ,  1 9 9 9 ) 、 S R M R (基 準 値

< . 1 0 ; K l i n e , 2 0 0 5 ) 、 T L I (基 準 値 . 9 0 ; H a i r  e t  a l . ,  2 0 1 9 ) 、

R M S E A (基準値 < . 1 0 ;  H u , L T  &  B e n t l e r ,  1 9 9 9 ) を用い た 。結果と し

て 、 許 容 で き る モ デ ル 適 合 度 が 得 ら れ た (χ ２ / d f = 1 . 6 8 , p  

≤ . 0 0 1 , C F I = . 9 7 ,  T L I = . 9 6 ,  S R M R = . 0 5 ,  R M S E A = . 0 9 ) 。  

 パス係数 を 確認し た結果、「 ブ ランドへの憧れ 」 と 「 ブ ランドの理解 」

の間で は 、β＝ . 7 4 で あ り 、 0 . 1 %水準 で有意で あ る こ と が示さ れ た 。

こ れ に よ っ て 、仮説 1 が 指示さ れ た 。 ま た 、「 ブ ランドの理解 」 と 「 組

織コミッ トメント 」 の間で は 、β＝ . 7 7 で あ り 、 0 . 1 %水準 で有意で あ

る こ と が示さ れ た 。 こ れ に よ り 、仮説 2 が支持さ れ た 。  

次 に 、 ブ ー ト ス ト ラ ッ プ を 用 い て 間 接 効 果 を 検 証 し た 結 果 で は 、 標

本抽出回数 を 5 0 0 0 と し 、 9 5 %信頼区間をもと に判断し た 。 そ の結果、

β = . 5 7 , p = . 0 0 1 , S E = . 7 0 , 9 5 % C I［ . 4 2 , . 8 3］ と な り 、「 ブ ラ ン ド へ の

憧れ 」 は 「 ブ ランドの理解 」 を介し て 、「 組 織コミッ トメント 」 にもた

ら す間接効果は 、 1 %水準 で有意で あ る こ と が 確認さ れ た 。 こ れ に よ り 、

仮説 3 も支持さ れ た 。  



 

図 2   仮 説 モ デ ル の 検 証 結 果  
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5 考 察  

5 - 1  回 答 者 の 基 本 的 属 性 に 関 す る 考 察  

まず初 め に 、 本研究に お け る回答者 の属性に つ い て考察す る 。 調 査 対

象者 の 多 く が東京ヴェルディク ラ ブ に所属し て お り 、町田ゼルビアス ポ

ー ツ ク ラ ブ が こ れ に続い て い る 点 か ら 、回答者 の分布に ク ラ ブごと の偏

り が あ る こ と が示唆さ れ る 。回答者 の分布が 特 定 の ク ラ ブ に集中 し て い

る場合 、 調 査結果が当該組 織 の 代表性を持つ かどう か に は留意が必要 な

点 を 踏 ま え 、考察を続け る 。回答者 の性別で は 、約 7 割が男性で あ り 、

女性は約 3 割と い う結果に な っ た 。 こ れ は 、 特 定 の ス ポ ー ツ文化や歴史

的 背 景 に お い て 、男性が 主 要 な 参 加 者 ま た はリーダー で あ る と い う 現象

が 、 こ の性別分布に反映さ れ て い る 可 能性が あ る 。 特 に 、回答者 の所属

種 目 に お い て約 3 割が野球に所属し て い る 点 が 、 こ の性別分布に関与を

及ぼし た 可 能性が 高 い と 推察さ れ る 。  

回答者 は 、 2 0 代 が 最も多 く 、 3 0 代 と 1 0 代 が こ れ に続い て い る 。 こ

の結果は 、 C C S C の 主 要 な 活 動 層 が比較的若年 層 に集中 し て い る こ と を

示唆し て い る 。 特 に 、 1 0 ~ 3 0 代 が 全 体 の 8 割以 上 を占め て お り 、当該

組 織 が若年 層 に と っ て 、 重 要 なコミュニティと し て機能 し て い る こ と が

考え ら れ る 。 一 方 で 、 中 高 年 齢 層 の 参 加 が少な い 背 景 に は 、 種 目 の 活 動

の内容、 個 々 の ライフステージが関連 し た 可 能性が あ る 。  

回 答 者 の 職 業 に お い て 、 会 社 員 が 過 半 数 を 占 め て お り 、 自 営 業 が 次

点 で あ る 。 こ の こ と か ら 、当該組 織 に所属す る 人 々 の大部分は 、比較的

安定 し た収入や 時間管理の余裕を持つ 層 で あ る 可 能性が あ る 。 一 方 で 、

フリー ランス や 学 生 、非就業者 の割合 が低い こ と か ら 、 C C S C への 参 加

に は 一 定 の 経済的 ・ 時間的余裕が必要 で あ る こ と が示唆さ れ て い る 。  



活 動 継続期間に お い て 、 4 ~ 5 年 以 上 が 最も多 い こ と は 、当該組 織 が長

期的 に 活 動 を 継続す る 参 加 者 を 多 く抱え て い る こ と を示し て い る 。 一 方

で 、 2 ~ 3 年 の 参 加 者 が次に 多 い こ と か ら 、 中期的 な 参 加 者も一 定 数存在

し て い る 。 こ れ ら の結果は 、 ク ラ ブ が新規参 加 者 の獲得と ともに 、既存

メンバー の維持に 成功し て い る こ と を示唆し て い る 。  

 

5 - 2  仮 説 モ デ ル に 基 づ く 検 証 結 果 に 関 す る 考 察  

本 研 究 の 仮 説 モ デ ル に 基 づ く 検 証 の 結 果 、 全 て の 仮 説 が 統 計 的 に 有

意で あ る こ と が示さ れ た 。  

「 ブ ラ ン ド へ の 憧 れ 」 が 「 ブ ラ ン ド の 理 解 」 と 正 の 関 連 が あ る と い

う結果に つ い て は 、梅崎ほか ( 2 0 2 0 ) や石井 ( 2 0 2 0 ) を支持す る結果と な

っ た 。 つ ま り は 、 組 織 の 「 ステータス の 高 さ 」 や 「他に は な い魅力」 が 、

指 導 者 の 「 ク ラ ブ の理念の理解 」 や 「 ク ラ ブ の展望を語れ る 」 こ と に繋

が る と い う こ と で あ る 。 こ れ は 、当該組 織 の ブ ランドの 特性を 踏 ま え る

と 、 高 い知名度を 活 か し た プロモーションが 、「旬で あ る 」 や 「勢い が

あ る 」 と い っ た印象を 指 導 者 にもたせ、 こ れ が 「 ク ラ ブ の 競 技 種 目 を言

え る 」 や 「 ク ラ ブ の展望を語れ る 」 と い っ た 、 組 織 の 特性の理解 を促進

し て い る 可 能性を示唆し て い る 。 ま た 、エンブ レムをユニフォームや 競

技用具へ展開 す る こ と に よ っ て醸成 さ れ る 「 スタイリッシュ」 な印象が 、

ブ ランドを 「理解 し 、共感す る 」 と い う 心理的繋が り を示唆す るもの で

あ る 。 こ の よ う に 、「 ブ ランドへの憧れ 」 が 組 織 に 対 す る理解 の深化に

寄与す る と い う関係性は 、 ブ ランド戦略の 重 要性を示す と同時 に 、 組 織

内外で の 心理的結び つきを考慮し た新た なアプローチを示唆し て い る 。  

「 ブ ランドへの理解 」 が 「 組 織コミッ トメント 」 と正の関連 が あ る と



い う 結 果 に つ い て は 、 高 柳 ( 2 0 1 5 ) や 吉 原 ( 2 0 1 8 ) 、 羽 藤 ( 2 0 1 6 ) な ど が

指摘す る知見を支持す るもの で あ る 。 つ ま り は 「理念を 成文化し て い る 」

こ と や 、「理念を理解 し て い る 」 こ と が 「 活 動 が う ま く い く よ う に努力

す る 」 こ と や 「 ク ラ ブ のメンバー で あ る こ と を誇り に思う 」 と い っ た こ

と に繋が る こ と を示唆し て い る 。 ま た 、 こ れ ら の 要 因 はインナー ブ ラン

ディングと し て 定 義 さ れ 、企業経 営戦略の 中核的 要 素 と し て採用さ れ る

事例が 多 い こ と か ら 、 本研究の結果は そ の 重 要性を さ ら に裏付け るもの

と な っ た 。 そ し て 、 本研究に お い て 、インナー ブ ランディングに よ る 組

織コミッ トメント の向上 は 、 プロお よ び 社 会 人サッカーチームを軸と し

て ブ ランドを拡張し て い る C C S C に お い ても同様 の傾向が 確認さ れ た

結果と な っ た 。当該組 織 の ブ ランドの 特性を考慮す る と 、 地 域イベント

を 実 施 す る過程に お け る各競 技間の 対話に よ っ て 、繋が り が強化さ れ

「 ク ラ ブ の 競 技 種 目 数 が言え る 」、「 ク ラ ブ の 競 技 種 目名が言え る 」 と い

っ た 競 技性の理解 が深ま り 、「 自分と ク ラ ブ の価値観が よ く似て い る 」

な い し 、「 ク ラ ブ のメンバー に な れ た こ と を誇り に思う 」 と い っ た 組 織

への同一化や関与の強さ に繋が る こ と が示唆さ れ た 。  

ま た 、エンブ レムに込め ら れ た思いへの 「理解 ・共感」 が 、「 ク ラ ブ

の 活 動 を 継続す る た め な らどんな役割でも引き受け る 」 と い っ た関与に

繋が り 、持続的及び発展的 な 活 動へと繋が るメカニ ズムが示唆さ れ た 。  

さ ら に 、「 ブ ランドへの憧れ 」 が間接的 に 「 組 織コミッ トメント 」 と

正の関連 が あ る 点 に つ い て は 、 C C S C に限らず、 こ れ ま で の研究や 組 織

論に お い てほとんど言及さ れ て い な い新た な知見で あ る と い え る 。当該

組 織 の ブ ランドの 特性を考慮す る と 、他組 織 と の差別化を図る た め に 行

わ れ て い る 「他に は な い魅力」 の 創 出 や 、「 時 代 を 切 り 開 く 」 社 会 課 題

解決への取り 組 み が 、「 ク ラ ブ の展望を語れ る 」 や 、「理念を理解 し て い



る 」 こ と に繋が り 、ひい て は 、「 ク ラ ブ は 指 導 者 と し て 活 動 す る た め の

最 適 な 団 体 だ 」 や 「友人 に ク ラ ブ の す ば ら し さ に つ い て興味を持つ よ う

に話す 」 こ と に関与し て い る こ と を示唆し て い る 。従来、「憧れ 」 は 主

に消費者 と ブ ランドの結び つきに焦点 が当て ら れ てきた が 、 本研究で は

そ の憧れ が当該組 織内部 の関係者 、 特 に 指 導 者 の 心理的結び つきに関与

し て い る こ と が示さ れ た 。 こ の結果は 、 P R や プロモーション活 動 が 組

織内部 に お い ても重 要 な役割を果た す 可 能性を示唆し て お り 、 学 術 的 お

よ び 社 会 的 にも意義深い発見で あ る と い え る 。  

 

5 - 3  学 術 的 イ ン プ リ ケ ー シ ョ ン  

本研究で明ら か に し た概念間の繋が り に お い て 、 「 ブ ランドへの憧れ 」

が 「 ブ ランドの理解 」 と正の関連 が あ る と い う知見は 、 こ れ ま で C C S C

に お い て明ら か に さ れ て お らず、 地 域密着型 ス ポ ー ツ ク ラ ブ の ブ ランド

価値向上 に お け る 「憧れ 」 の役割を理論的 に 位 置付け るもの で あ る 。 ま

た 、 「 ブ ランドの理解 」 が 「 組 織コミッ トメント 」 と正の関連 が あ る と

い っ た 点 に つ い て は 、企業に お け るインナー ブ ランディングの枠組 み が

当該組 織 にも適用可 能 で あ る こ と を示唆し て い る 。 こ れ に よ り 、当該組

織 の よ う な非営利型 ま た は 地 域密着型 組 織 に お け るインナー ブ ランディ

ングの汎用性が 確認さ れ 、従来の企業中 心 の議論を拡張す る意義深い知

見と な っ た 。 さ ら に 、 「 ブ ランドへの憧れ 」 が 「 ブ ランドの理解 」 を介

し て 「 組 織コミッ トメント 」 と正の関連 が あ る と い うメカニ ズムに つ い

て は 、先行研究や 組 織論に お い ても十分に報告さ れ て い な い新規性の 高

い知見で あ る 。 こ の結果は 、企業、大学 、非営利団 体 などの 多 様 な 組 織

に お け る ブ ランディング戦略と 組 織コミッ トメント の関係性を示唆し 、



学 術 的 に 重 要 な洞察を 提 供 す るもの で あ る 。  

 

5 - 4  社 会 的 イ ン プ リ ケ ー シ ョ ン  

本研究に お い て明ら か に し たメカニ ズムは 、アウター ブ ランディン

グとインナー ブ ランディングが相互に作用し 、相乗効果を発揮す る 可 能

性を示唆す るもの で あ る 。 以 上 か ら 、当該組 織 を 含 む C C S C に お い

て 、 指 導 者 に 対 し て 組 織へ「憧れ 」 をもた す こ と が 、 指 導 者 の 転 任 率 や

後 任 率並び に 、 組 織 運 営 を す る 上 で 重 要 で あ る こ と が考え ら れ る 。今回

の当該組 織 の 特 徴 を 踏 ま え た具体 的 な 方法論と し て 挙 げ ら れ る の は 、 時

流に即し たタイムリー な 社 会 課 題 に焦点 を当て た独自イベント の 開催で

あ る 。 こ の手法は 、 組 織 が 現 代 的 な 課 題 に積極的 に取り 組 む姿勢を示す

もの で あ り 、「 時 代 を 切 り 開 く存在 」 と い う印象を 指 導 者 に お い ても与

え る こ と が期待さ れ る 。 ま た 、 組 織 全 体 に 「 スタイリッシュ」 なデザイ

ンを付与す る こ とも重 要 な 方法論と し て 挙 げ ら れ る 。 本研究の 対象で あ

る当該組 織 で は 、エンブ レムと い う 一貫性の あ るデザインが 組 織 全 体 に

統一感をもた ら し 、結果と し て 「 スタイリッシュ」 で洗練さ れ たイメー

ジの醸成 に 成功し て い る と考え ら れ る 。 こ の よ う な 一貫性の あ るデザイ

ンの付与は 、 組 織内部 の 人 材 か らも「憧れ 」 を喚起 す る 上 で極め て 重 要

で あ る こ と が示唆さ れ た 。 さ ら に 、 こ れ ら の統一感の あ る スタイリッシ

ュなデザインや 時流に乗っ たイベント の 開催を 不 特 定 多 数 に向け て積極

的 に発信す る こ と の 重 要性も示唆さ れ た 。 こ の よ う な発信活 動 は 、 組 織

に 対 す る外部 の 人 々 か ら の注目度を 高 め る と ともに 、「注目 さ れ て い る

組 織 」 と い う印象を 組 織内部 の 指 導 者 に お い ても与え る こ と が できる 。

こ れ ら の 活 動 を複合 的 か つ相互補完的 に展開 す る こ と は 、「他に は な い



魅力の形成 」 を 一 層強化す る 上 で極め て 重 要 で あ る 。 こ の よ う な取り 組

み は 、新た な 指 導 者 を呼び込む契機と な る の み な らず、 辞 任 率 や 後 任 率

の低下 にも資 す る 重 要 な 指針で あ る と 位 置付け ら れ る 。  

加 え て 、少子 高 齢化に よ る 人 的 資 本 の減少は 、 ス ポ ー ツ ク ラ ブ の み

な らず、企業や大学 を 含 む 多 く の 組 織 が直面 す る共通の 経 営 課 題 で あ る 。

こ の よ う な状況下 で 、 組 織 の ブ ランディング戦略の 重 要性が増し て い る 。

本研究の結果は 、 ブ ランディングが 組 織外部へのイメージ向上 だ け で な

く 、構成員の意識改革や 組 織 の 一 体感の醸成 にも寄与し得る こ と を示唆

し て お り 、持続可 能 な 経 営戦略を構築す る た め の 一助と な る 可 能性が あ

る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6  結 論  

6 - 1  結 語  

本研究は 、先行研究及び プロ及び 社 会 人サッカーチームか ら ブ ランド

を拡張し た C C S C に お け る ブ ランドの 特性を 踏 ま え 、当該組 織 に所属

す る 指 導 者 の 「 ブ ランドへの憧れ 」 が 「 ブ ランドの理解 」 を介し て 「 組

織コミッ トメント 」 と正の関連 が あ る か を明ら か に す る こ と を 目 的 と し

て 行 わ れ た 。結果、 そ のメカニ ズムが 確認さ れ た 。 こ れ ら の関係を明ら

か に し た論文は 、 C C S C な い し 、企業、大学 、 そ の他の 組 織 に お い て

もこ れ ま でほとんど報告さ れ て お らず、 本研究の結果は 学 術 的 に有意義

で あ り 、新た な知見を 提 供 す るもの で あ る 。 ま た そ のメカニ ズムは 、イ

ンナー ブ ランディングとアウター ブ ランディングが相互に作用し 、相乗

効果を 生 み 出 す 可 能性を示唆す るもの と な っ た 。  

6 - 2  本 研 究 の 限 界  

本研究に は 以 下 の 4 点 に お い て限界が存在 す る 。 1 つ 目 に 、 調 査 対象

者 の サ ン プ ル の 偏 り が 挙 げ ら れ る 。 本 研 究 で は 過 半 数 ( 5 7 . 7 % ) が 「 東

京ヴェルディク ラ ブ 」 に所属す る 指 導 者 で構成 さ れ て お り 、 こ れ が プロ

及び 社 会 人サッカーチームか ら ブ ランドを拡張し て い る当該組 織 全 体 を

代表し て い る と断定 す る に は慎重 な検討を 要 す る 。 ま た 、 調 査 対象者 の

所属競 技 に お い ても、 「野球」 が約 3 割 ( 2 9 . 5 % ) を占め て い る こ と か ら 、

競 技 特有の 要 因 や野球に お け る 指 導 者 の役割が 、各概念に 対 す る関与を

及ぼし て い る 可 能性が考え ら れ る 。 2 つ 目 に 、今回の 調 査 は横断的研究

で あ っ て 、 因果関係を示し たもの で は な い 。 こ の 点 に つ い て 、縦断的研

究を は じ め と す る 多角的 なアプローチに よ る更な る検証が必要 で あ る 。  



3 つ め に 、 本 研 究 は C C S C 全 体 を 代 表 す る も の で は な い 点 で あ る 。 本

研 究 は 、 サ ッ カ ー の ト ッ プ チ ー ム の ブ ラ ン ド を 活 ⽤ し た 、 ⽐ 較 的 ニ ッ チ

な C C S C を 対 象 と し て お り 、 本 研 究 で ⽰ し た メ カ ニ ズ ム が C C S C 全 般

に 適 ⽤ 可 能 で あ る と 判 断 す る に は 時 期 尚 早 で あ る 。 4 つ 目 に 、 本研究の

結果は 、 ブ ランドの拡張に よ る効果を示し て い る と断定 す る に は尚早で

あ る と考え ら れ る 。 そ の理由と し て 、 プロお よ び 社 会 人サッカー ク ラ ブ

か ら ブ ランドの拡張を 行 っ て い な い C C S C と の比較が 行 わ れ て い な い

点 が 挙 げ ら れ る 。 本研究は 、 あ く ま で ブ ランドの拡張を共通項 と し て有

す る C C S C に お い て 、 そ の プロセス が 確認さ れ た こ と を示し た に過ぎ

な い 。  
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